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会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
安
海　

の
ぞ
み 
議
員
）

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
使
用
料
収
入
の
減
少 

そ
の
要
因
は
？

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
沖
永　

明
久 
議
員
）

産
業
振
興
の
た
め
に

環
境
保
全
を
犠
牲
に
す
る
の
か

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
加
藤　

陽
子 
議
員
）

工
場
立
地
に
お
け
る
緑
地
面
積
率
を
最
低
基
準

に
し
て
社
会
的
責
任
を
果
た
せ
る
の
か
？

議会中継を行っています 議会中継を行っています 議会中継を行っています 

座間市議会 

○問い合わせ先 
　議会事務局　1０４６（２５２）８８７２ 

検 索 

インターネット中継 

クリック 

　議会の様子をさらに広くお伝えするため、本会議
のインターネットの中継映像を配信しています。 
　映像はパソコンやスマートフォン、タブレット端
末でもご覧いただけます。 
　ぜひ、ご利用ください。 

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
は
、

２９

歳
入
総
額
４
３
６
億
９
２
８
８
万

円
、
歳
出
総
額
は
４
２
４
億
９
７

７
２
万
円
で
、
単
年
度
収
支
額
は

対
前
年
度
比
４
億
３
５
９
８
万
円

増
と
な
る
１
億
１
２
６
５
万
円
の

黒
字
と
な
り
、
ま
た
、
こ
の
単
年

度
収
支
に
財
政
調
整
基
金
積
立
額

を
加
え
、
同
基
金
取
崩
額
を
差
し

引
い
た
実
質
単
年
度
収
支
額
は
、

対
前
年
度
比　

億
１
９
９
万
円
増

２１

と
な
る　

億
８
３
９
３
万
円
の
黒

１２

字
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
四
次
座
間
市
総
合
計
画
の
着

実
な
推
進
に
向
け
て
事
業
執
行
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
決
算

の
成
果
と
と
も
に
具
現
化
さ
れ
た

施
策
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
度
間
の
財
政
の
不
均

衡
を
調
整
す
る
機
能
を
持
つ
財
政

調
整
基
金
は
、
平
成　

年
度
末
残

２９

高
で　

億
６
０
５
４
万
円
と
な
り

２１

ま
し
た
が
、
そ
の
評
価
に
つ
い
て

も
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

第
四
次
座
間
市
総
合
計

画
の
中
間
見
直
し
で
新
た
に
定
め

た
三
つ
の
柱
で
あ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

の
推
進
、
危
機
管
理
・
減
災
へ
の

対
応
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、

こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め

の
経
費
の
確
保
が
必
要
な
状
況
の

中
、
所
要
経
費
の
精
査
を
重
ね
て

経
費
節
減
に
努
め
た
結
果
、
事
業

の
統
合
な
ど
事
情
の
あ
る
も
の
を

除
き
、
実
施
計
画
事
業
を
網
羅
す

る
当
初
予
算
編
成
が
実
現
し
、
こ

の
決
算
に
お
い
て
は
、
着
実
に
執

行
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
徴
的
な
事
業
と
し
て
は
、
常

備
消
防
が　

周
年
の
節
目
を
迎
え

５０

る
中
で
、新
消
防
庁
舎
が
完
成
し
、

市
民
の
安
全
・
安
心
を
さ
ら
に
確

保
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、待
機
児
童
解
消
の
た
め
、

二
つ
の
民
間
保
育
所
の
開
設
や
既

設
の
民
間
保
育
所
の
認
可
化
な
ど

へ
の
助
成
を
行
い
、
合
計
２
３
０

名
の
定
員
増
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
型
商
業
施
設
の
開

設
に
伴
い
懸
念
さ
れ
て
い
た
周
辺

道
路
整
備
や
小
田
急
相
模
原
駅
前

西
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
な
ど

の
普
通
建
設
事
業
に
も
着
実
に
予

算
を
充
当
し
、
推
進
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
金
が
こ
れ
ほ
ど
確

保
で
き
た
の
は　

年
ぶ
り
で
あ
り
、

２４

今
後
も
年
度
間
の
財
源
調
整
機
能

を
存
分
に
発
揮
し
、
弾
力
的
で
堅

実
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

総
括
質
疑

総
括
質
疑 
総
括
質
疑

総
括
質
疑 
総
括
質
疑 

会
派
の
構
成
人
数
に
よ
り
文
字
数
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。 

議
会
日
誌

議
会
日
誌

８
／
３
・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

　
　

８
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

１０

　
　
　

・
基
地
政
策
特
別
委
員
会
要

１７

請
行
動
…
防
衛
省
南
関
東

防
衛
局　

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２２

　
　
　

・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

　
　
　

・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

２９

　
　
　

・
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
第
２
回

定
例
会

　
　
　

・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

３０

　
　
　

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

９
／
６
・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

　
　

７
・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

１０

　
　
　

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

１１

　
　
　

・
企
画
総
務
分
科
会

　
　
　

・
代
表
者
会
議

　
　
　

・
民
生
教
育
分
科
会

１２

　
　
　

・
都
市
環
境
分
科
会

１３

　
　
　

・
民
生
教
育
分
科
会

１８

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

１９

　
　
　

・
都
市
環
境
分
科
会

　
　
　

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

２１

　
　
　

・
基
地
政
策
特
別
委
員
会

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２５

　
　
　

・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

　
　
　

・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

２８

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

／
５
・
議
場
見
学
会

１０
　
　
　

・
全
国
都
市
問
題
会
議
…
新

１１

潟
県
長
岡
市
（
〜　

）
１２

　
　
　

・
神
奈
川
県
市
議
会
議
長
会

１８

定
例
会
・
正
副
議
長
研
修

会
…
逗
子
市

日
本
共
産
党
（
守
谷　

浩
一 
議
員
）

地
下
水
総
合
調
査
と

三
次
元
水
循
環
解
析
モ
デ
ル
更
新
の
評
価
は
？

ざ
ま
明
進
会
（
佐
藤　

弥
斗 
議
員
）

座
間
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

推
進
指
針
の
基
本
姿
勢
は
？

公
明
党
（
上
沢　

本
尚 
議
員
）

保
険
料
滞
納
へ
の
未
然
対
応
を
伺
う

自
民
党
・
い
さ
ま
（
荻
原　

健
司 
議
員
）

第
四
次
座
間
市
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進

そ
の
評
価
を
問
う

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
や
介

護
保
険
料
は
、
年
金
か
ら
の
天
引

き
の
特
別
徴
収
が
基
本
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
収
納
率
は
悪
化

傾
向
で
す
。
市
民
の
高
齢
化
が
進

み
、
保
険
料
を
払
え
な
い
低
所
得

の
高
齢
被
保
険
者
が
増
加
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

応
分
の
負
担
は
当
然
で
す
が
、
負

担
の
あ
り
方
な
ど
再
検
討
し
な
け

れ
ば
、
滞
納
は
増
加
し
て
い
く
と

考
え
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
未
収
の
原
因
は
時
効
消

滅
が
２
年
で
あ
り
、
市
税
の
５
年

と
は
異
な
る
こ
と
に
起
因
す
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
税
負

担
の
公
平
か
ら
す
れ
ば
負
担
は
必

要
で
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

特
別
徴
収
が
で
き
な
い

場
合
に
滞
納
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
は
想
定
で
き
ま
す
。

時
効
消
滅
ま
で
の
期
間
が
短
い
こ

と
も
考
慮
す
る
と
、
滞
納
繰
越
と

な
る
こ
と
が
予
見
さ
れ
る
案
件
に

つ
い
て
は
、
問
題
が
困
難
化
す
る

前
に
早
期
着
手
を
す
る
こ
と
、
ま

た
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
市
民

に
は
関
係
各
所
、
関
係
部
署
と
連

携
を
し
な
が
ら
生
活
支
援
等
の
手

を
差
し
伸
べ
、
滞
納
が
発
生
し
な

い
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
緊
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
度
座
間
市
一
般
会

計
決
算
の
地
下
水
総
合
調
査
事
業

費
１
５
６
１
万
６
８
０
０
円
に
つ

い
て
、当
初
予
算
時
の
説
明
で
は
、

神
奈
川
県
水
源
環
境
保
全
・
再
生

市
町
村
補
助
金
を
財
源
に
、
５
年

を
か
け
て
地
下
水
総
合
調
査
及
び

三
次
元
水
循
環
解
析
モ
デ
ル
の
更

新
を
行
う
こ
と
で
地
下
水
、
湧
水

の
保
全
に
有
効
な
対
策
や
施
策
に

反
映
さ
せ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
対
策
や
施

策
へ
の
反
映
が
あ
っ
た
の
か
を
伺

い
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

平
成　

年
度

３３

ま
で
に
地
下
水
総
合
調
査
で
得
ら

れ
た
知
見
や
デ
ー
タ
を
盛
り
込
ん

だ
三
次
元
水
循
環
解
析
モ
デ
ル
の

構
築
を
行
い
、
座
間
市
地
下
水
保

全
連
絡
協
議
会
を
始
め
、
有
識
者

か
ら
助
言
を
い
た
だ
く
な
ど
し
て

地
下
水
、
湧
水
の
保
全
に
有
効
な

対
策
や
施
策
へ
反
映
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
策
定
さ
れ
た
座

２９

間
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推

進
指
針
の
基
本
姿
勢
、
今
後
の
展

開
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
長
室
長　

市
の
全
事
業
が
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

若
手
職
員
の
ア
イ
デ
ア
や
全
庁
か

ら
の
意
見
を
集
約
し
策
定
し
ま
し

た
。多
く
の
方
が
郷
土
愛
を
持
ち
、

地
域
の
た
め
に
行
動
で
き
る
よ
う

に
各
事
業
担
当
課
で
工
夫
を
凝
ら

し
、
市
民
や
団
体
、
企
業
な
ど
と

連
携
、
協
力
し
な
が
ら
効
果
を
高

め
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

教
育
部
長　

当
該
年
度
の
施
設

使
用
件
数
は
、
前
年
度
に
比
べ
て

大
ホ
ー
ル
１
件
、
小
ホ
ー
ル　

件
３４

の
減
少
、
催
し
物
別
で
は
ク
ラ
シ

ッ
ク　

件
、
オ
ペ
ラ　

件
、
民
俗

２２

６９

芸
能　

件
の
減
少
で
す
。
使
用
件

６６

数
の
減
少
が
使
用
料
収
入
減
少
の

主
な
原
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

工
場
立
地
に
お
け
る
緑
地
面
積

率
を
定
め
る
条
例
提
案
は
、
国
や

県
よ
り
も
低
い
最
下
限
の
設
定
で

す
。
設
定
根
拠
を
伺
い
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

近
隣
市
と
の

差
別
化
を
図
り
、
製
造
業
が
立
地

し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
企
業

誘
致
策
に
つ
な
げ
る
目
的
で
す
。

　

特
定
工
場
の
緑
地
率
等
の
基
準

を
定
め
る
本
条
例
で
は
国
や
県
の

準
則
よ
り
大
幅
に
緩
和
し
て
い
る
。

産
業
振
興
の
た
め
に
環
境
保
全
を

犠
牲
に
す
る
の
か
。

　

環
境
経
済
部
長　

現
状
の
緑
地

を
維
持
し
な
が
ら
産
業
振
興
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。


